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～『ふ・く・な・ん』で、より深い学びを！～ 

ふ 

５月に入り，１年生も授業に慣れてき始め，積極的な発言も聞かれるようになってきました。授業で完結で

きれば理想ですが，覚えることがたくさんあるのでまずは「ふくしゅう（復習）」が重要です。おうちで復習で

きていますか？テスト前にするから今はいいやと思って放っておくと，忘れるのは覚えるのより数倍速いので

限られた時間で全て復習することは不可能です。今日学んだことは今日のうちに復習することを心がけていき

ましょう。最後に、努力した成果の恩恵を受けるのは、皆さん自身なのですよ。 

く 

以前脳科学について「知識が頭に記憶として残っていくのは，脳がそれを生命維持に必要と判断したから」

という内容の話をしました。そのためにはそのことを何度も繰り返して焼き付ける必要もあると言いました。

「生命維持に必要」＝「何度も繰り返し覚える」＝「くろう（苦労）を経験する」ということです。漫然と過ご

す中で，大切なことは記憶に残っていきません。昔の人の言葉にも「若いときの苦労は，買ってでもせよ」と

いものもあります。勉強に限らず，自分が何か習得しようと思うなら，それ相応の苦労が不可欠ということで

す。今一度，自分の取り組み姿勢について。客観的に見つめなおしましょう。人生は、何歳になっても勉強で

すから。 

な 

授業を受けているとき，みなさんは「なぜ，そうなの？」という疑問を持って臨めていますか？「因数分解

とはなに？」「応仁の乱はなぜ起こったの？」「作中の主人公はどうして悲しい気持ちになった？」など，目の

前の問いに対する疑問を解決して前に進めようとしていますか？人は理解して前進するために「なぜ？」に対

する答えを模索することが大切です。周りから聞こえた答えや，偶然出会った正解だけで理解した気になって

いないでしょうか？ぜひ，深い学びにするために，自ら目の前の問いに対して「これなんだろう？」と問う姿

勢を忘れないで欲しいと思います。常に問うことで、結果として自分の行動に責任を持てるようになるのです。 

ん 

「ンジャメナ」という単語を知っていますか？社会科の地理が得意な人はすぐ答えられたかもしれませんが，

アフリカ大陸にあるチャドという国の首都で，アルファベットでは「N'Djamena」と表記され，別名ヌジャメ

ナやエンジャメナとも呼ばれるそうです。国連加盟国中，唯一「ん」で始まる国名で日本人には珍しい都市名

ですが，アフリカで「ん」から始まる語句は珍しくないそうです。我々の感性だけでなく，様々な国の特徴を

学べば「当たり前が，当たり前でない」あるいは「当たり前でないことが当たり前だった」などの学び広がり

に繋がります。自分の考えだけが当たり前ではないことを意識しながら多くのことを経験し、他者理解を深め

て欲しいと思います。 



３年生 修学旅行に向けた「平和学習」 

 修学旅行は，昨年度に続いて「沖縄方面」になります。２年生後半からも取り組んできましたが，「平和学習」の取り

組みでより本格化してきました。画像やワークシートで，当時の悲惨な様子や今後の平和な社会構築についての学習を深

めています。出発までにもっと学習が深まり，修学旅行本番でその集大成が見られること期待しています。 

～各教室での平和学習中の様子～ 

     

 

 

             

                              ５月の主な行事 

5 月 1 日(木) 体育大会前日準備，1年CBT体験 

2 日(金) 授業参観（4 限），PTA 総会，学年懇談会，3年修学旅行説明会，2年宿泊学習説明会 

     ノークラブデー 

7 日(水) 部活動保護者会，プレテスト週間（～9日），検尿 2 次① 

8 日(木) 眼科検診（抽出生）  

１０日(土) PTA 実行委員会 

１２日(月) 部活動評議委員会，検尿 2 次② 

１４日(水) 耳鼻科検診（抽出生） 

１５日(木) 心電図（1 年全員，2･3 年抽出生） 

１６日(金) 一斉下校指導，ノークラブデー 

１９日(月) ノークラブデー 

２０日(火) 体育大会全体練習（４限），体育大会予行準備 

２１日(水) 体育大会予行（雨天：水 1～4） 

２２日(木) 体育大会準備 

２３日(金) 体育大会（雨天：金 1～6） 

    ２７日(火) 火 1～3 

２８日(水) 体育大会予備日 

２９日(木) 2 年堺市学力・学習状況調査 

３０日(金) 1 年堺市学力・学習状況調査 

 

彡学知利行☆ 

「学知利行」とは、人が踏み行うべき道を学んで理解し、その正しさを知り認めて、初めて実践するという意味の言葉です。

本校では今年度も、教科学力と並行して人権教育・道徳教育に力を入れて、「社会のあらゆる場面で活躍できる人材」の育成

を目指します。引き続き、地域やご家庭のみなさまのご理解・ご支援をお願い致します。 


